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―誰もが暮らしやすい地域づくりを目指して― 発　行

社会福祉法人

【主な内容】
赤い羽根共同募金にご協力お願いします
こどもフェスタ告知、日赤会費報告、義援金報告
あけぼの園紹介
お知らせコーナー
会長だより、寄附金の報告
歳末支援金等について
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①低所得世帯（非課税世帯又は住民税の均等割のみかかる世帯）である

 加須市 電　話

申請理由（該当する項目に○印をつけてください）

委 　  任　  状

上記のとおり支援金等を申請します。

担当民生委員氏名

※下記の委任状に必ずご記入ください。
※署名・捺印がない場合は、支援金等を支給できませんのでご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人 加須市三俣一丁目10番地4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会福祉法人加須市社会福祉協議会会長

私は上記の者を代理人と定め、令和２年度歳末支援金等申請に伴う次の事項の確認に関する権限を委任します。
　　　○世帯員の市町村民税課税状況に関すること
　　　○要介護度に関すること、サービスの利用状況に関すること
　　　○障害者手帳の交付状況に関すること
　　　○生活保護の受給の有無に関すること

令和２年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(世帯主）住所　　加須市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

※申請書にご記入いただいた個人情報は、この事業以外には使用いたしません。

　社会福祉法人加須市社会福祉協議会会長　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和２年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世帯主）氏名　　　　　　　　　　　　 印

令和２年度歳末支援金等申請書
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③低所得世帯で来春小学校または中学校に入学する子どもがいる

④要介護４以上の高齢者（65歳以上）を在宅で介護している

低
所
得
者
支
援

在
宅
介
護
者
支
援

⑤要介護４以上の在宅高齢者（65歳以上）である

⑥18歳未満の身体障がい児（１級）又は知的障がい児（◯）を在宅で介護している

②低所得世帯で次の事項に当てはまる家族がいる
　○身体障がい児・者（１・２級）○知的障がい児・者（◯・Ａ）○精神障がい者（１・２級）

住　所

世帯主

続　柄 氏　　　名 生　年　月　日 職業・学年 生活状況（介護・障害等記入）

Ａ

Ａ

　ボランティア体験プログラムとは、誰もが気軽にボラ
ンティア活動に参加できるきっかけづくりのために、埼
玉県社会福祉協議会が主催し、県内の市町村社会福祉協
議会が様々な体験プログラムを用意して実施するものです。
　今年度はコロナ禍の中で、例年に比べ規模は小さくな
りましたが、福祉施設や福祉関係者の方々のご協力のも
と、ボランティア体験プログラムを実施することができ
ました。

▲花崎保育園ボランティア

▲“幸せのクローバー”ハーバリウムをつくろう！

▲万葉の郷おやつクッキングボランティア

▲“幸せのクローバー”メッセージカードをつくろう！

▲あけぼの園ボランティア

2020夏の
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＜加 須 地 域＞ 10,000円：松村二郎、福島勇、柿崎一郎、浅原寂掌、オートセンター田沼㈱、アプロンアパレル㈱、
みずほの里、(医)社団弘人会中田病院、(医)社団成慶会本町福島クリニック

   5,000円：町田由男、長昌院、㈱むさしの村、㈱横川興業、サイレキ建設工業㈱、松村医院、松村歯
科医院、㈱シープランツ、松敬産業㈱　

<騎 西 地 域> 10,000円：佐藤信男
＜北川辺地域＞ 21,000円：加須市赤十字奉仕団 北川辺分団
<大利根地域> 10,000円：相原伸司

　加須市内で発生した火災等に遭われた方に布団や毛布、日用品セットを配布しています。また、救急法講習会の開催
や、地震や水害等の被災地に対し支援活動等を行っています。その財源は皆様からの会費によって賄われています。

　加須市立昭和中学校様より、「令和2年7月豪雨災害義援金」

として75,682円をお預かりしました。お預かりした義援金は、

全て日本赤十字社へ送金し、被災地に配分されます。

　加須市社会福祉協議会では、「令和2年7月豪雨災害義援金」

の他にも「東日本大震災義援金」等の義援金を引き続き受付し

ております。今後とも、皆様のあたたかいご支援をお願いいた

します。

令和2年度　日本赤十字社会員増強運動の報告 令和2年8月31日現在

※5,000円以上掲載（順不同・敬称略）
特別会費をいただいた皆様

※その他社協会費や共同募金にご協力いただいた方々も、今後掲載させていただく予定です。

合計金額 11,726,639円

11月22日（日）9時30分～13時
大利根文化・学習センター アスタホール
入場無料

11月22日（日）9時30分～13時
大利根文化・学習センター アスタホール
入場無料

日　時

場　所

費　用

バルーンアート／読み聞かせ／皿回し／四つ葉のクローバーカードづくり
道の駅による新鮮野菜の販売、市内飲食店によるテイクアウト商品の販売
バルーンアート／読み聞かせ／皿回し／四つ葉のクローバーカードづくり
道の駅による新鮮野菜の販売、市内飲食店によるテイクアウト商品の販売

あそびば 

模 擬 店 

　加須市社会福祉協議会では、毎年親子のふれあいをテーマにしたイベントを開催し、子どもの健
やかな成長と良好な親子関係の構築を目指しています。
　昨年度は８月３日に実施し、300人を超える親子に来場していただきました。今年度は11月22日
（日）に開催します。お友達や、ご家族の皆さんでご来場ください！

　加須市社会福祉協議会では、毎年親子のふれあいをテーマにしたイベントを開催し、子どもの健
やかな成長と良好な親子関係の構築を目指しています。
　昨年度は８月３日に実施し、300人を超える親子に来場していただきました。今年度は11月22日
（日）に開催します。お友達や、ご家族の皆さんでご来場ください！

こどもフェスタ2020開催！こどもフェスタ2020開催！

※入場の際はマスク着用（２歳以下の方は不要）及び健康チェック票の提出をお願いいたします。
※受付及び各ブースで入場者数を制限させていただきます。
※市内の感染状況等により、中止となる場合があります。事前に当会ホームページでご確認の上
　ご来場ください。

※入場の際はマスク着用（２歳以下の方は不要）及び健康チェック票の提出をお願いいたします。
※受付及び各ブースで入場者数を制限させていただきます。
※市内の感染状況等により、中止となる場合があります。事前に当会ホームページでご確認の上
　ご来場ください。

　地域で行う福祉活動を財政面で支えるための全国的な運動です。募金は本会の地域福
祉活動に活かされるほか、市内で活動する福祉団体への助成や、各学校への福祉教育の
充実などに役立てられています。

赤い羽根共同募金とは赤い羽根共同募金とは

募金の方法募金の方法

募金はこのような活動に活かされています募金はこのような活動に活かされています

戸 別 募 金
自治会の協力のもと、地域の
各世帯に募金への協力を呼び
かけます。

戸 別 募 金 戸 別 募 金
ボランティアの方を通して、
地域の企業や商工団体へ募金
への協力を呼びかけます。

法 人 募 金

戸 別 募 金
市内の学校において、福祉教
育の一環として生徒等に募金
への協力を呼びかけます。

学 校 募 金

戸 別 募 金
地域の企業等の各職場におい
て、募金への協力を呼びかけ
ます。

職 域 募 金 戸 別 募 金
市内の協力店に募金箱を設置
したり、イベントにて募金へ
の協力を呼びかけます。

そ の 他

福祉教育(ブラインドサッカー) 金婚お祝い事業

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 在宅介護者リフレッシュ事業

※写真は昨年の様子です。

義援金報告

令和2年8月31日現在

令和2年7月豪雨災害義援金

91,406円
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ブ
」
も
栽
培
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あけぼの園も
新しい生活様式に取り組んでいます

あけぼの園も
新しい生活様式に取り組んでいます

▲水消火器で消防訓練中

▲仕事の時もソーシャルディスタンス

▲三密を避けてお昼ご飯

▲食事の前にもしっかり手洗い

募 集

在
宅
介
護
者

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

在
宅
介
護
者

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
介
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
悩
み
や
体
験
を

語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
場
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き
：
10
月
29
日
㈭
　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
：
加
須
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
北
川
辺
支

所

内

　容
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て

　
　
　
　
大
人
の
タ
ッ
チ
ケ
ア
実
演
、
交
流
会

対

　象
：
加
須
市
在
住
の
方
で
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
方
、
介
護
し
て
い
た
方

定

　員
：
10
名

費

　用
：
１
０
０
円

そ
の
他
：
次
回
は
11
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

募 集

地
域
福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
通
勤
途
中
や
散
歩
中
な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で
見
つ

け
る
「
気
づ
き
」
を
地
域
の
「
見
守
り
」
に
つ
な
げ
る

活
動
で
す
。
地
域
の
見
守
り
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

見
守
り
の
対
象
は
？

　
・
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
介
護
を
し
て

　
　
い
る
方
等

見
守
り
と
は
？

　
・
い
つ
も
と
変
わ
り
が
な
い
か
様
子
を
み
る

　
・
地
域
の
中
で
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
す
る

　
・
困
っ
た
こ
と
な
ど
な
い
か
気
に
か
け
る
な
ど

問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

募 集
「
う
ど
ん
作
り
」で
交
流
会

「
う
ど
ん
作
り
」で
交
流
会

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

「
う
ど
ん
作
り
」
を
通
し
て
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
う
ど
ん
作
り
を
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

と

　き
：
11
月
10
日
㈫
　
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
：
加
須
市
商
工
会
館

対
象
者
：
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

定

　員
：
10
名

費

　用
：
無
料

講

　師
：
加
須
手
打
ち
う
ど
ん
会

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
本
所
・
各

　
　
支
所
へ

募 集

ひ
と
り
親
子
つ
ど
い
事
業

ひ
と
り
親
子
つ
ど
い
事
業

　
「
む
さ
し
の
村
」
で
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
乗
り
物

を
楽
し
み
、
親
子
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
　

　
昼
食
は
園
内
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

　き
：
11
月
28
日
㈯
　
む
さ
し
の
村
入
り
口
前
に
　

　
　
　
　
９
時
30
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
駐
車
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。
）

と
こ
ろ
：
む
さ
し
の
村

対
象
者
：
市
内
在
住
で
ひ
と
り
親
世
帯

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
の
お
子
様
が
い
る
世
帯
）

定

　員
：
40
名
（
先
着
順
）

費

　用
：
3
歳
以
上
　
１
，６
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
2
歳
以
下
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
13
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
本
所
・
各
支
所
へ
申
込
書
と
代
金
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

障
が
い
児
者
つ
ど
い
事
業

障
が
い
児
者
つ
ど
い
事
業

　
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
で
す
が
、
「
む
さ
し
の
村
」

へ
出
か
け
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
通

し
て
親
子
や
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

　き
：
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
む
さ
し
の
村
入
り
口

　
　
　
　
前
に
９
時
15
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
駐
車
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。
）

と
こ
ろ
：
む
さ
し
の
村

対
象
者
：
市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

定

　員
：
40
名
（
先
着
順
）

費

　用
：
3
歳
以
上
　
１
，６
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
2
歳
以
下
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
13
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
本
所
・
各
支
所
へ
申
込
書
と
代
金
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
寄
り
添
う
技
術
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き
：
①
11
月
9
日
㈪
、
②
11
月
16
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
：
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ
①
３
０
１
会
議
室
A
B
　

　
　
　
　
②
３
０
２
会
議
室
A
B

講

　師
：
埼
玉
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
高
倉
恵
子
先
生

定

　員
：
16
名

費

　用
：
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

申
込
期
間
：
10
月
22
日
㈭
ま
で
。

　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

募 集

※参加者の募集を行っている各事業につきまして、今後の新型コロナウイルスの
　感染状況等により中止となる場合がございます。
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募 集

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
あ
け
ぼ
の
園
は
、
障
が
い
が
あ

る
方
の
た
め
の
通
所
施
設
と
し
て

加
須
市
が
設
置
し
、
加
須
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
委
託
を
受
け
運
営

し
て
い
ま
す
。
加
須
消
防
署
と
三

俣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

隣
、
大
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
環
境
の
中
、
約
40
名
の
利

用
者
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
園
の
外
に

出
る
活
動
は
極
力
控
え
て
い
ま
す

が
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
園
内
で
は
、
利
用
者
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
の
検
品
、
ペ
ッ
ト
用

品
の
包
装
や
ね
じ
の
組
付
け
と

い
っ
た
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
企
業
の
施
設
内
で
伝
票

整
理
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
一
部
の
地
区
で

は
、
利
用
者
と
職
員
が
一
緒
に
地

域
情
報
誌
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
仕
事

で
得
ら
れ
る
収
益
は
、
利
用
者
の

工
賃
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
毎
年
定
期
的
に

利
用
者
と
職
員
で
一
緒
に
消
防
訓

練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
も
７

月
３
日
に
加
須
消
防
署
に
ご
協
力

い
た
だ
き
無
事
実
施
で
き
ま
し

た
。

　
８
月
７
日
に
は
恒
例
の
夏
祭
り

を
「
３
密
」
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
付
け
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
も
い
た
だ
き
、
楽
し
く
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
、
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
周
り
で
栽
培
す
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
が
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
、

市
役
所
な
ど
で
「
生
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
」
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
ジ
ャ
ム
の
材
料
に
な

る
「
ル
バ
ー
ブ
」
も
栽
培
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あけぼの園も
新しい生活様式に取り組んでいます

あけぼの園も
新しい生活様式に取り組んでいます

▲水消火器で消防訓練中

▲仕事の時もソーシャルディスタンス

▲三密を避けてお昼ご飯

▲食事の前にもしっかり手洗い

募 集

在
宅
介
護
者

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

在
宅
介
護
者

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
介
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
悩
み
や
体
験
を

語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
場
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き
：
10
月
29
日
㈭
　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
：
加
須
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
北
川
辺
支

所

内

　容
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て

　
　
　
　
大
人
の
タ
ッ
チ
ケ
ア
実
演
、
交
流
会

対

　象
：
加
須
市
在
住
の
方
で
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
方
、
介
護
し
て
い
た
方

定

　員
：
10
名

費

　用
：
１
０
０
円

そ
の
他
：
次
回
は
11
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

募 集

地
域
福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
福
祉
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
通
勤
途
中
や
散
歩
中
な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で
見
つ

け
る
「
気
づ
き
」
を
地
域
の
「
見
守
り
」
に
つ
な
げ
る

活
動
で
す
。
地
域
の
見
守
り
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

見
守
り
の
対
象
は
？

　
・
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
介
護
を
し
て

　
　
い
る
方
等

見
守
り
と
は
？

　
・
い
つ
も
と
変
わ
り
が
な
い
か
様
子
を
み
る

　
・
地
域
の
中
で
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
す
る

　
・
困
っ
た
こ
と
な
ど
な
い
か
気
に
か
け
る
な
ど

問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

募 集
「
う
ど
ん
作
り
」で
交
流
会

「
う
ど
ん
作
り
」で
交
流
会

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

「
う
ど
ん
作
り
」
を
通
し
て
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
う
ど
ん
作
り
を
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

と

　き
：
11
月
10
日
㈫
　
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
：
加
須
市
商
工
会
館

対
象
者
：
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

定

　員
：
10
名

費

　用
：
無
料

講

　師
：
加
須
手
打
ち
う
ど
ん
会

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
本
所
・
各

　
　
支
所
へ

募 集

ひ
と
り
親
子
つ
ど
い
事
業

ひ
と
り
親
子
つ
ど
い
事
業

　
「
む
さ
し
の
村
」
で
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
乗
り
物

を
楽
し
み
、
親
子
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
　

　
昼
食
は
園
内
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

　き
：
11
月
28
日
㈯
　
む
さ
し
の
村
入
り
口
前
に
　

　
　
　
　
９
時
30
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
駐
車
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。
）

と
こ
ろ
：
む
さ
し
の
村

対
象
者
：
市
内
在
住
で
ひ
と
り
親
世
帯

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
の
お
子
様
が
い
る
世
帯
）

定

　員
：
40
名
（
先
着
順
）

費

　用
：
3
歳
以
上
　
１
，６
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
2
歳
以
下
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
13
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
本
所
・
各
支
所
へ
申
込
書
と
代
金
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

障
が
い
児
者
つ
ど
い
事
業

障
が
い
児
者
つ
ど
い
事
業

　
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
で
す
が
、
「
む
さ
し
の
村
」

へ
出
か
け
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
通

し
て
親
子
や
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

　き
：
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
む
さ
し
の
村
入
り
口

　
　
　
　
前
に
９
時
15
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
駐
車
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。
）

と
こ
ろ
：
む
さ
し
の
村

対
象
者
：
市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

定

　員
：
40
名
（
先
着
順
）

費

　用
：
3
歳
以
上
　
１
，６
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
2
歳
以
下
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
10
月
13
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
本
所
・
各
支
所
へ
申
込
書
と
代
金
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
寄
り
添
う
技
術
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

　き
：
①
11
月
9
日
㈪
、
②
11
月
16
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
：
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ
①
３
０
１
会
議
室
A
B
　

　
　
　
　
②
３
０
２
会
議
室
A
B

講

　師
：
埼
玉
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
高
倉
恵
子
先
生

定

　員
：
16
名

費

　用
：
無
料

申
込
・
問
合
せ
：
本
所
・
各
支
所
へ

申
込
期
間
：
10
月
22
日
㈭
ま
で
。

　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

募 集

※参加者の募集を行っている各事業につきまして、今後の新型コロナウイルスの
　感染状況等により中止となる場合がございます。
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　今年度も「つながり　ささえあう　みんなの地域づくり」をスローガンに【歳末たすけあ
い運動】を行います。
　毎年、地域の皆さまからたくさんの歳末たすけあい募金をいただいております。この善意
を市内に在住する生活にお困りの世帯の方々に、地域の担当民生委員さんを通して支給いた
します。支援金等を希望される下記に該当する方は、10月23日（金）までに担当民生委員
さんに裏面申請書を提出してください。

◆希望する方は申請書の提出が必要です

歳末支援金等をお配りします

【対象の基準について】※民生委員さんの支援を必要とする世帯

10月１日現在で、加須市の住民基本台帳に登録されている住所にお住まいの次のいずれかに該当する世帯

【記入するときの注意点】

①低所得世帯（非課税世帯又は住民税の均等割のみかかる世帯）である

③低所得世帯で来春小学校または中学校に入学する子どもがいる

④要介護４以上の高齢者（65歳以上）を在宅で介護している

⑤要介護４以上の在宅高齢者（65歳以上）である

⑥18歳未満の身体障がい児（１級）又は知的障がい児（◯）を在宅で介護している

②低所得世帯で次の事項に当てはまる家族がいる
　○身体障がい児・者（１・２級）○知的障がい児・者（◯・Ａ）○精神障がい者（１・２級）

低
所
得
者
支
援

在
宅
介
護
者
支
援

◆１つの世帯で「低所得者支援」と「在宅介護者支援」のどちらかの申請となります。該当す 

る方は、『手帳の種類・等級』『要介護４以上』『介護者』等をお書き下さい。

【申請方法等について】

◆申請書は、鉛筆以外のペンでお書き下さい。

◆対象世帯には12月中に担当民生委員さんを通じてお届けします。

※締め切り後の申請はできませんのでご注意ください。

【問合せ】

加 須 本 所　℡０４８０（６２）６４５１ 騎 西 支 所　℡０４８０（７３）２３４１

北川辺支所　℡０２８０（６２）４０００ 大利根支所　℡０４８０（７２）５０６９

◆課税状況は、1月1日を基準日とする為、1月2日以降に加須市へ転入された方は、転入前の市区町村

で非課税証明書等をお取りいただくか源泉徴収票を添付してください。

※生活保護世帯は、年末に加算分があるため低所得者支援（①②③）の対象となりません。

※令和元年分の収入状況が未申告の方は、課税状況が不明のため、該当となりません。

※施設やグループホーム入所者、３ヶ月以上の長期入院者は対象となりません。

◆該当する方は、該当項目について社会福祉協議会が市役所に確認をしますので、申請書の下

欄の委任状に署名・捺印をしてください。

　署名・捺印がない場合は、支援金等をお配りできません。

Ａ

Ａ

会長　大橋　良一

　
お
彼
岸
を
過
ぎ
、
涼
し
い
風
に

秋
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
、
元
気
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
秋
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い

る
多
く
の
行
事
を
、
延
期
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各
社

協
支
部
が
主
催
す
る
敬
老
式
典
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
、
主
催
者
の
皆
様
も
苦
渋
の
判
断
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
式
典
で
、

直
接
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ら
れ
ず
、
残
念
で
し
た
が
、
「
長
寿
を
祝
う
気
持

ち
」
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
お
届
け
す
る
た
め
、
対
象
者
の
皆
様
に
は
、
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
記
念
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
続
く
中
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
生
活

様
式
に
お
い
て
は
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
。
職
場
や
買
い
物
、
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
感
染
予
防
の
た
め
に
、
お
互
い
が
距
離
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
、
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
地
域
か
ら
孤
立

す
る
状
況
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
の
状
況
に
あ
れ
ば
こ
そ
、

「
心
と
心
の
距
離
」
ま
で
広
が
ら
な
い
よ
う
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
、

一
層
寄
り
添
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
社
協
は
、
今
後
と
も
、
人
と

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
よ
り
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
も
一
緒
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

会長だより

氏名・団体名（順不同・敬称略） 数量及び金額（円）

坂本　保次 50,000

ピップ株式会社 車いす2台

田口まさえ 10,000
洗剤2箱

匿名8名 318,032
手作りマスク26枚

※2,000円以上のご寄附をいただいた方で、ご承諾をいただいた方々を掲載させていただきました。

社協一般寄附
（令和2年6月1日～令和2年8月31日）ご厚意ありがとうございました

　各講座、イベントの申し込
み、問合せについては、土、日、
祝日を除いて、8時30分から
17時15分まで、右記のとおり
本所、各支所の
窓口で受付いた
します。ご連絡
をお待ちしてお
ります。

社協連絡先一覧社協連絡先一覧社協連絡先一覧 本　　　所 TEL 0480-62-6451
 FAX 0480-62-6546

〒347-0009
加須市三俣一丁目10番地4

騎 西 支 所 TEL 0480-73-2341
 FAX 0480-73-3516

〒347-0104
加須市根古屋633番地2

北川辺支所 TEL 0280-62-4000
 FAX 0280-62-4766

〒349-1201
加須市柳生50番地1

大利根支所 TEL 0480-72-5069
FAX 0480-72-1716

〒349-1133
加須市琴寄903番地

あけぼの園 TEL 0480-63-2010
FAX 0480-63-0720

〒347-0011
加須市北小浜800番地1

▲ピップ株式会社様より車いすを
　ご寄附いただきました。
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い運動】を行います。
　毎年、地域の皆さまからたくさんの歳末たすけあい募金をいただいております。この善意
を市内に在住する生活にお困りの世帯の方々に、地域の担当民生委員さんを通して支給いた
します。支援金等を希望される下記に該当する方は、10月23日（金）までに担当民生委員
さんに裏面申請書を提出してください。

◆希望する方は申請書の提出が必要です

歳末支援金等をお配りします

【対象の基準について】※民生委員さんの支援を必要とする世帯

10月１日現在で、加須市の住民基本台帳に登録されている住所にお住まいの次のいずれかに該当する世帯

【記入するときの注意点】

①低所得世帯（非課税世帯又は住民税の均等割のみかかる世帯）である

③低所得世帯で来春小学校または中学校に入学する子どもがいる

④要介護４以上の高齢者（65歳以上）を在宅で介護している

⑤要介護４以上の在宅高齢者（65歳以上）である

⑥18歳未満の身体障がい児（１級）又は知的障がい児（◯）を在宅で介護している

②低所得世帯で次の事項に当てはまる家族がいる
　○身体障がい児・者（１・２級）○知的障がい児・者（◯・Ａ）○精神障がい者（１・２級）

低
所
得
者
支
援

在
宅
介
護
者
支
援

◆１つの世帯で「低所得者支援」と「在宅介護者支援」のどちらかの申請となります。該当す 

る方は、『手帳の種類・等級』『要介護４以上』『介護者』等をお書き下さい。

【申請方法等について】

◆申請書は、鉛筆以外のペンでお書き下さい。

◆対象世帯には12月中に担当民生委員さんを通じてお届けします。

※締め切り後の申請はできませんのでご注意ください。

【問合せ】

加 須 本 所　℡０４８０（６２）６４５１ 騎 西 支 所　℡０４８０（７３）２３４１

北川辺支所　℡０２８０（６２）４０００ 大利根支所　℡０４８０（７２）５０６９

◆課税状況は、1月1日を基準日とする為、1月2日以降に加須市へ転入された方は、転入前の市区町村

で非課税証明書等をお取りいただくか源泉徴収票を添付してください。

※生活保護世帯は、年末に加算分があるため低所得者支援（①②③）の対象となりません。

※令和元年分の収入状況が未申告の方は、課税状況が不明のため、該当となりません。

※施設やグループホーム入所者、３ヶ月以上の長期入院者は対象となりません。

◆該当する方は、該当項目について社会福祉協議会が市役所に確認をしますので、申請書の下

欄の委任状に署名・捺印をしてください。

　署名・捺印がない場合は、支援金等をお配りできません。
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会長だより

氏名・団体名（順不同・敬称略） 数量及び金額（円）

坂本　保次 50,000

ピップ株式会社 車いす2台

田口まさえ 10,000
洗剤2箱

匿名8名 318,032
手作りマスク26枚

※2,000円以上のご寄附をいただいた方で、ご承諾をいただいた方々を掲載させていただきました。

社協一般寄附
（令和2年6月1日～令和2年8月31日）ご厚意ありがとうございました

　各講座、イベントの申し込
み、問合せについては、土、日、
祝日を除いて、8時30分から
17時15分まで、右記のとおり
本所、各支所の
窓口で受付いた
します。ご連絡
をお待ちしてお
ります。

社協連絡先一覧社協連絡先一覧社協連絡先一覧 本　　　所 TEL 0480-62-6451
 FAX 0480-62-6546

〒347-0009
加須市三俣一丁目10番地4

騎 西 支 所 TEL 0480-73-2341
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〒347-0104
加須市根古屋633番地2
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加須市柳生50番地1

大利根支所 TEL 0480-72-5069
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▲ピップ株式会社様より車いすを
　ご寄附いただきました。
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①低所得世帯（非課税世帯又は住民税の均等割のみかかる世帯）である

 加須市 電　話

申請理由（該当する項目に○印をつけてください）

委 　  任　  状

上記のとおり支援金等を申請します。

担当民生委員氏名

※下記の委任状に必ずご記入ください。
※署名・捺印がない場合は、支援金等を支給できませんのでご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人 加須市三俣一丁目10番地4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会福祉法人加須市社会福祉協議会会長

私は上記の者を代理人と定め、令和２年度歳末支援金等申請に伴う次の事項の確認に関する権限を委任します。
　　　○世帯員の市町村民税課税状況に関すること
　　　○要介護度に関すること、サービスの利用状況に関すること
　　　○障害者手帳の交付状況に関すること
　　　○生活保護の受給の有無に関すること

令和２年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(世帯主）住所　　加須市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

※申請書にご記入いただいた個人情報は、この事業以外には使用いたしません。

　社会福祉法人加須市社会福祉協議会会長　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和２年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世帯主）氏名　　　　　　　　　　　　 印

令和２年度歳末支援金等申請書
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大・昭
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平・令 年　月　日

大・昭
平・令 年　月　日

大・昭
平・令 年　月　日

大・昭
平・令 年　月　日

大・昭
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③低所得世帯で来春小学校または中学校に入学する子どもがいる

④要介護４以上の高齢者（65歳以上）を在宅で介護している

低
所
得
者
支
援

在
宅
介
護
者
支
援

⑤要介護４以上の在宅高齢者（65歳以上）である

⑥18歳未満の身体障がい児（１級）又は知的障がい児（◯）を在宅で介護している

②低所得世帯で次の事項に当てはまる家族がいる
　○身体障がい児・者（１・２級）○知的障がい児・者（◯・Ａ）○精神障がい者（１・２級）

住　所

世帯主

続　柄 氏　　　名 生　年　月　日 職業・学年 生活状況（介護・障害等記入）

Ａ

Ａ

　ボランティア体験プログラムとは、誰もが気軽にボラ
ンティア活動に参加できるきっかけづくりのために、埼
玉県社会福祉協議会が主催し、県内の市町村社会福祉協
議会が様々な体験プログラムを用意して実施するものです。
　今年度はコロナ禍の中で、例年に比べ規模は小さくな
りましたが、福祉施設や福祉関係者の方々のご協力のも
と、ボランティア体験プログラムを実施することができ
ました。

▲花崎保育園ボランティア

▲“幸せのクローバー”ハーバリウムをつくろう！

▲万葉の郷おやつクッキングボランティア

▲“幸せのクローバー”メッセージカードをつくろう！

▲あけぼの園ボランティア

2020夏の


